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研 究 主 題

生徒一人一人の主体的な活動 を重視 し,科 学的な見方や考 え方を育てる指導法の工夫

1主 題設定の理由

中学校教育では,豊 かな人間性を培い,自 主的,自 発的に自ら学ぶ意欲を高め生涯学習の基

礎づ くりを目指している。 これを受けて,理 科教育では,生 徒の 自然に関す る関心を高め,観

察,実 験等を行い,科 学的に調べる能力と態度を育てるとともに自然の事物,現 象についての

理解を深め,科 学的な見方や考え方を養 うことが求められている。そのためには,直 接体験を

重視し,個 に応じた指導を通 して,生 徒が主体的に問題解決できるような指導内容,方 法を工

夫,改 善することが重要である。

本研究では,生 徒一人一人の主体的な学習を促す指導法及び教材,教 具の工夫を通して生徒

の学習に対する興味,関 心を喚起するとともに学習する意欲を促 し,科 学的な見方や考え方を

養 うことをねらいとして研究主題を設定した。

生徒の科学的な見方や考え方を育てるために,指 導では特に次の事項 に留意した。① 自然の

事物や現象に触れる直接体験の機会を増やす。②観察,実 験 については学習の個別化を図る。

③観察,実 験結果を科学的に分析,考 察する能力を養える授業の展開を工夫する。④ 自ら課題

を見つけ,解 決 してい くような課題解決的学習を重視する。⑤学習意欲を高め理解しやすい教

材,教 具を工夫する。⑥ 自己評価などの形成的評価などを行い,生 徒の学習に対する意欲など

の情意面を含む評価方法を工夫する。

各分科会では上記の考えをもとに,指 導方法を検討し,研 究を進めることにした。

第一分科会では,「 光 」について,次 の三点を中心に研究を進めた。

①生徒の主体的な活動を促す,補 助教材の工夫,活 用

②身近なものを用いた教材,教 具の工夫による観察,実 験の個別化

③生徒の主体的活動を促すための評価の工夫

第二分科会では,「 天気 とその変化 」について,次 の三点を中心に研究を進めた。

①学習の興味 ・関心を高め,個 別の観察を可能にする教材,教 具の工夫

②生徒の主体的な学習活動を促す指導法の工夫

③新 しい観点別評価に基づいた評価方法の工夫
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亙 「光 」におけ る生 徒の主 体的 な探 究活動 を促 す指導法 の工夫

1.研 究のね らい

科学技 術の進歩 に伴 い,多 くの光学 機器 が開発 され,私 た ちの 日常生活の中で身近 に使われ

るよ うにな って きてい る。 「光 」に関す る物理現象は身近 な もので あ り,生 徒 は直接体験 した

ことや,小 学 校で学 習 した内容について は,実 態調査 の結果,よ く理解 してい ることが分か っ

た。 中学 校では,一 歩進 んで光の性質や法則について科学 的 な見方や考え方を養 うことが必要

とされてい るが,「 光 」の内容 が長い間扱 われていなか ったので,光 に関す る教材 ・教 具が整

っていない学校が 多い。 また,初 め て 「光 」を指導す る教 師 も多い。 そこで,本 研究で は,

「光 」について生徒の主体的活動を促すた めの指導法,教 材 ・教具 の工夫,評 価 につい ての研

究を行 うことに した。

2.研 究の方法

本研究 にあた り,次 の よ うな計 画を立 てて進 めてい くことに した。

(D資 料の収集 と分析

小学校 ・中学校 ・高等学校で行 われ る 「光 」につ いての学習内容 の調査 ・確 認。

② 実態調査

ア 生徒 の本単元 に関 す る意識 調査。

イ.教 師 に対す る実態調査 の文献 の収集。(平 成3年 度東 京都教 育研究 生研究 報告書 より)

(3)研 究 のね らいの設定

研究 のね らいや実態調査の結果よ り,指 導 に適 した教材 ・教 具の工夫 。

(4)指 導法 の工 夫

生徒 が主体 的 に活動で きる指導法の工 夫及び指導計画の作成

⑤ 教材 ・教 具の工 夫

個別化をめ ざした教材 ・教具の工夫。

⑥ 授業実践及び考察

指導計画 に基づ き,各 学校 で授業 の実 施。

い くつかの観点 を設 け,授 業結果 についての分析。

(例)・ 教材 ・教具 は適切 であ ったか確認 す る。

'
・生徒 の主体 的な活動 がで きていたか把握 す る。

・授業後にア ンケー ト(自 己評価)を 実施 し授業 の分析 ・生徒の実態を把握す る。

(7}研 究 の まとめ と今 後の課題
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3.研 究内容

ω 実態調査

光 の 学 習 事 前 調 査 問 題

※この問題は成績には関俵あ りません。これから皆さんが学習する内容についての
謂査を行うものです。問題をよ く読んで,解 答はひとつ選び,す ぺて解答らんに記

入して下さい。
1年 ・2年 ・3年 男 ・ 女

{学 年,性 別を0で かこむ)

口 茶わんの底 に硬貨を置いて,硬 貨が見えなくなるぎりぎりの位置をきめる目の位置を動かさずに,茶 わんに水 をそモぐとどうなりますか。

.!㌻
ア,硬 貨は見えないままである イ,硬 貨が見えるようになる/

噸f
ウ,よ くわからない.一 晒、

[i] 下の図のようにして,鏡 を2枚 使 って光を集めたときの説明で正 しいものはどれですか。

ア,① の部分がいちばん明るい

イ,② の部分がいちばん明るい

ウ,① と②は同じ明 るさ

エ、よくわからない

O

O

O

O

8

6

4

2

ア

T1%65%

④
酪

ウ 答無

匡]騰;雛 糠 査量鰯 塗・1篇鴛ダ潔 葵袈
いる水の■は,同 じとします。)

o

80

so

40

20

ア,① のほうが大きく見える

ウ,ど ちらも同 じ大きさに見える

イ,② の ほ うが大 き く見 える

エ,よ くわ か らない

82%82%

一

一

一

一

〇 男 子 女子

A¥¥¥¥VI一_一 一一

ア ④ ウ 工 答無

80

60

40

20

回

lox7zx

＼

⑦ イ ウ 工 答無

顕嶺鏡の反射鏑のように光をたくさん集めたいときに使う鍵はつぎのどの

》

形 の鏡を使えぱ よいですか。

ア イ

光 光

O

O

O

O

6

6

4

2

シ
ウ エ よくわからない

光

》

13鮨18瓢

ア

pax50瓢

⑦

28%

ウ 工 無答

イの正答率が低いのは、レンズで光を集める体験はした ことがあっても、

鏡を使って光を集める体験が不足していることが考えられ る。 また、蹴をレ

ンズと誤解 したために、ウの解答が多くなった と考えられ る0

匡]M・ ㈱ ・・… ろで・色がわか・ ・見… と… すか・

ア,白 色だけは見える イ,黒 色以外はすこし見 える

ウ,ど の色もまった く見えない エ,よ くわから1iい

0

0

0

0

8

6

4

2

21瓢28瓢23覧29瓢

ア イ

49覧37瓢

◎ 工

ウの正答率が抵いのは、日常生活において、真 っ晴な場面という生活俳験

が少ないためであると考え られる。

[ii]
レンズを使 って黒い紙をこがす ときに使うレンズの形は,つ ぎのどれがよ

いですか。

ア イ ウ エ よ くわからない

80

60

40

20

口 0
84瓢82寛

b

一

一

一

一

響

■、 、、、L.

一

舅子 衣子

K雨 一「__一 一

ア ④ ウ 工 無答
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[ヨ 右の図のようr,ふ くらみの大きいレンズと小さいレンズがあります。
焦点距離はどちらが長いですか。

80

so

40

2D

ア ①のほうが長い

イ ②のほうが長い

ウ どちらも同じ長さ

工 よくわからない

0 ②

46%42%39
%35覧 一

ア ⑦ ウ 工 笹 竺
',b、 口

10 下の図のようにして彰絵を作 るとき影の大 きさを大きくす るにはどのよう
にしたらよいですカ㌔

80

so

40

20

ア,物 体をAの ほうに動かす

イ,物 体をBの ほうに動かす

ウ.光(ラ イ ト)を 明 る くす る

エ,よ くわか らない

77%72x

、毬
牌

、4f-.一 〉。

⑦ イ ウ 工 無 答

影

イの正答率が低いのは、焦点距離とい う語句の意味が理解されていなかっ

たことや、日ごろからレンズを使 った体験が少ないことなどが考えられる。

回 〔〔亘コ の影盤で影の大きさを小 きくす るにはどのように したらよいです
か 。
幽

ア,ス クリー ンを 物体 に 近づ け る

[…]床屋さんで,あ なたの後 ろの壁に躍5"と いう数字が書いてありましたe
目の前の鏡を使うてこの致字を見たとき,数 字はどの ように見えるでしょ

うか。

ア

O

O

8

6

40

20

5

イ

S

ウ

こ

89%9Q%

工 よ くわか ら な い「

ア イ ◎ 工 答無

80

so

40

20

イ,ス ク リー ン を物体 か ら還 ざ け ろ

ウ,光(ラ イ ト)の 明 る さを暗 くす る

エ,よ くわ かな い

65%63%

⑦ イ ウ 工 答無

アの正答串が低いのは、影絵に対す る経験不足と、イのように物体を遠ざ

けると、影が小 さくrlる だろ うと、単純に考えたためではないかと考えられ

る。

回Aか … 光… とどかせ一 ・・どの角屋・置・・らよ・ですか・

ア イ ウ エ よ くわからない

A
、

1

80

60

40

20

■

ア

78簿67駕

⑦ ウ 工 答無

一般に光の現象は視覚的にとらえやす く、わかりやすい内容である。また、

日常生活で体験 していることや、実験 などによ って印象に残 っている内容は、

正答率が高い。 しかし光の基本的な性質や、それを応用 して思考力を問う内

客では、止答率が慨い。

そこで、日常生活で体験するさまざまな光の現敦について、その基本的な

性質と規則性を見出だせるような指導の工夫が必要である。
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② 指導計画(6時 間)

学 習 項 目 学 習 内 容 学 習 活 動

1光 の現 象の ・身近 に起 こるい ろいろ ・様 々な光の現象の観 察を し,気 が付いた こ

観察 な光の現象を観察し,気 とや疑問 に思 った ことを図 や文章 に記録 し,

が付 いたこ とや,疑 問 に 発 表 し合 う。

思 った ことを発表 し話 し ・観 察例

合 う。 ①光線を観察する。②鏡による光の反射を

観 察す る。③ レンズやガ ラス板 を用 いて,

(1時 間)
光の屈折 によ って起 こる現象を観察 す る。

2鋭 による光 ・光が鏡の面で反射する ・鏡に光線を当て,光 の進む道筋を観察 し光

の反射の実験 ときの規則性を調べ る。 の反射の規則性(反 射の法則)に 気が付 く。

・お互い に問題 を出し合 い,作 図 や実験 によ

り確め る。

3ガ ラスに よ ・光が透明な物体を通 る ・空 気か らガ ラスへの光の進み方や ,ガ ラス

る光の屈折と ときの反射や屈折の規則 か ら空気への光の進み方を実験 ・観察 し,規

反射 性 を調べ るQ 則性が あ ることに気 が付 く。

4反 射 と屈折 ・鏡 によ る光の反射 や水 ・実験結果 を発表 し話 し合 う。

の まとめ 面やガラスの表面などで ・反射 と屈折 の規則性 を理解 す る。

の全反射や屈折について ・身近に起 こる光の反射や屈折の現象を理解

の性質を理解 し,ま とめ す る。

るo

(4時 間)

5凸 レンズに ・凸 レンズを使い像ので ・凸 レンズを使 うと物が拡大 して見 ることが

よる像の観察 き方や焦点の関係を調べ で きた り,光 の集 め られ ることに気が 付 く。

とまとめ る 。 ・凸 レンズと光源の距離が変化す る と,実 像

の距離や大 きさが変化す る ことに気が付 く。

・凸 レンズの性 質を理解 ・凸 レンズによる光の進み方 や,像 ので き方

(1時 間)
し ま とめ る。 を,作 図 によ り理解す る。(虚 像 も含む)
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・演 示 実験
,個 別 実 験

・虹 ,カ メ ラ,鏡,眼 鏡,水 中 の物 体,

使 う。

・人工 の虹 ・夕焼 け ・朝 焼 けを つ くる
。

・ワー ク シー トを 用 意 す る。

。個別実験

・生徒 が主体 的に学 習で きるワー クシー ト(駈1～

5)を 用 意す るQ

。個別実験

・ス ライ ドガ ラスを重ね てガ ラス板 を作 る。

・ワー クシー トを用意 す る。

。演示実験

・水 中のス トロー などの観察 を行 う。

・個 別 実験

・ワー ク シー トを 用 意 す る
。

・補 助的な手段 として作図を行 う。

・興味 ・関心 を もてたか。

・自主 的,意 欲 的に活動 したか。

・自分の考 えや意見 を発表 で きたか
。

・光の直進性 を発見 で きたか
。

・光線をつ くれ たか。

・光 の反射 の規則性を発見 したか。

・光 の屈折 の規 則性 を発見 したか
。

・全反射 を確 認 したか。

・性質 の ちが う物 体の境界面で は,

反 射 と屈折の両方が起 こることを

確 認で きたか。

・焦点や焦点距離を確認で きたか
。

・実像ので き方や虚像が確認 で きた

か。

・凸 レンズに よる実像の位置や大 き

さについての規 則性を発見 したか。

_?



(5}展 開例

学 習 内 容 学習の流れ 指導事項 ・留意点 評 価

・本時の学習の流れ

につい て説明を聞 く。

・問題 を作 る。

・自作 した(他 の生

徒が作 った)問 題 の

予想 を立 てる。

・実験 を行 う。

・実験結果 の まとめ

・実験結果 よ り分 か

った こと,疑 問 点の

考察 を行 う。

・事後調査(ア ンケ

ー ト)に 答 え る。

・ワー クシー トを教

師(問 題製作 者)に

見せ る。

・他 の問題 の実験 を

考え る(次 の実験 に

進む)。

⑥
↓

説 明

助言

・本時 の 目的 ・方法 につい

て説明す る。

・主体 的に問題 を作 ること

がで きるよ うに指導 す る。

(製 作 した問 題の コピー,

掲示 を行 う。)

・個 別にチ ェックを行 い予

想 が立 て られ たか確認す る。

・机間巡視

・個別指導

。作図が正 し く行 え るよ う

に指導 す る。

・生徒 の考 えをで きるだけ

生 かすよ うにす る。

・正 直に答 え るよ うに指導

す る。

・ワー クシー トの記入 を調

べ るo

・つ まず いてい る生徒には

個別 指導 を行 い,進 んで い

る生徒 はよ り一 層発展 させ

るよ うに指導 す る。

・本時 の 目標(学 習

の流れ)を 確 認で き

たかo

。疑問を持 ち自分 自

身で問題を作 る こと

が で きたか。

・予想を立 てること

が で きたか。

・主体的 に実験 に取

り組め たか。

・作図が きちん とで

きたか。

・結果を考察す るこ

とがで きたか。

・自己評価がで きた

かo

・ワー クシー トにき

ちん と記入で きたか。

・他の実験を積極 的

に取 り組む ことが で

きたか。

評

＼作 業1
①

11

牒(予 想JI

1

[助司

評 価

F

医 験1

■

i

匿 のまとめ

「

/作業(考 察)

1r

/作業(諮)

i

l作

■

①以降の流れに

従う

1助言

評

「

業7
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光 の 反 射 実 験 ワ ー ク シ ー トNO,5

[目的]自 分(友 達)が 作った閥厘 を実験 してみよう。

[問題]こ の間題を作ったのは です。挑戦してみて下さい!!

τ準備 】鏡,光 源装置,定 規,分 度器

[方 法 コ①問口 を作 り先生のチ ェ ックを受 ける。

②光の通 る道す じを予想 しワー クシー トに赤 いペ ンで記入す る。

③予想を立て たら先生の チェ ックを受 ける。

④光濠装擢 と鏡 を使 って実験を行 う。(光 の中心 を通 るよ うに点をと り

⑤実験結果 を黒で記入 す る。 あ とか ら線 で結ぶ とよい)

⑥実験が終わ リワー クシー トを まとめたら先生 のチ ェ ックを受ける。

[結 果]
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(4)実 験教材(光 源装置)の 工夫

光の学習において,光 源装置は重要な教材である。実験を個別化して主体的な活動を重視

した学習を行 うために,教 材を次の点に留意して改良工夫 した。

① 明るい光源……教室の暗幕を使用しな くても実験が可能で,明 確な結果が得られる。

② 材料の入手が容易……身の回りにある材料を使用し,費 用が安価で,製 作が簡単であ

るo

③ 安全性……危険性がな く,操 作が簡単で,じ ようぶである。

光源装置として,何 種類か検討 してみたが本研究では,懐 中電燈と二重にしたス リッ トを

組み合わせた光源装置が,光 量 も多 く得られ,上 記の条件に最も適したものであった。

○ 改 良工 夫 点

① 懐 中電燈 には,電 球の裏の反射板が大 き く光量の 多 く得 られ る ものを選んだ。

② 下 の図の アの ように,レ ンズに黒 い粘着 テープを 貼 り,第 一ス リッ トを作 る。

③ 下 の図 のイの ように,工 作 用紙 を使い ライ トに取 り付 け る円筒状 の筒 を作 り,黒 い厚

紙 のテープを筒の中央の先端に貼 りつ け,第 ニ ス リッ トを作 る。

④ 懐 中電燈 に,第 ニ ス リッ トの つい た筒を取 り付 け る。

⑤ 第一 ス リッ トと第ニ ス リッ トの悶隔は,4㎝ ～5cmぐ らいが最 適で ある。

⑥ 第一 ス リッ トの幅 は2mm,第 ニ ス リッ トの幅 は1㎜ が最適 であ る。

⑦ 第一 ス リッ トと第ニ ス リッ トを平行 にす るために,第 ニ ス リッ トのつい た筒 は,手 で

回転で きるよ うにな ってい る。

⑧ 二 重 ス リッ トにす る ことによ り,広 が りの少ない平行 な光線 が得 られ る。

光 源 装 置

1まめ二あ

2竹i徹

ア 黒い粘着テープを貼って作 った第一スリット
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(5}研 究 の結果 と考察

本研究 では,生 徒一 入一 人の主体 的な学 習活動 を促す ために,「 光 」の学 習におけ る教材,

教具 の工夫 ・改 善を通 して,実 験 の個別 化を図 り,合 わせ て,学 習過程 におけ る効果 的な 評

価 の方法 について究明 した。研 究の成果 については,授 業 中の生徒 の活 動の観 察,自 己評価

の記録,ポ ス トテス トの結果 などか ら,生 徒 の変容 を調 べる ことによ り把握 に努めた。

ア 教材,教 具 につ いて

(ガ 光源装置 を工夫す る ことによ り,実 験 の個別化が 可能 にな り,生 徒一 人一 人が意欲 的

に学習 に取 り組む ことがで きた。

ω 生徒 自身が創意工 夫 し,光 源装置 の一部(ス リッ ト)を 製作 す る過程 を通 して広が り

の少ない平行 な光線を得 る方法 を発 見 したことによ って,学 習課題を探究 してい く意欲

を高め ることがで きた。

㈲ 広が りの少 ない光線 が得 られ たことによ り,多 様 な実験 が可能 とな った。

イ 個別化を図 った反射の実験 につ いて

の 各実験 と もワー クシー トを活用 し,個 々に予想 を立 てて実験 を行 ったため,生 徒 は常

にめ あてを も って学習 に取 り組む ことがで き,自 ら工夫 して課題 の解決 に努 めた。

ω 実験 の個別化 によ り,生 徒一人一人 の発 想を生か した学 習活動 を展 開す ることがで き

たo

㈲ 生徒 自身が光の反射 に関わ る問題 を作成 し,友 達の作 った問題を,実 験 を通 して解決

す るとい う学習 において,生 徒 は最 も興味 ・関心を示 し,主 体的 ・意欲 的に学 習に取 り

組 んだ。

ウ 評価につい て

(ガ 各実験 で活用 した ワー クシー トに,学 習活動の評価の観 点 や,情 意面 でのア ンケー ト

項 目を示 し,自 己評価を行 いなが ら学習を進 めたことによ り,情 意面での生徒 の変容 や

学習への関心 ・意欲を知 る ことが で き,観 察 と合 わせ て,個 々の生徒 の状 祝を的確に把

握 す ることがで きた。

q)学 習過程 に 自己評価 を取 り入れ た ことによ って,生 徒の学習への興味 ・関心を持続 さ

せ ることがで き,ど の実験 においても,自 発 的に学 習を行 うことがで きた。

(ウ)生 徒が個 々に,ワ ー クシー トを活用 しなが ら学習活動 を進 めてい く本事例 の ような授

業形態で は,教 師 は個 々の生徒 の活動 を十分 に観察 で きるので,机 間巡視 によ って,個

々の生徒に応 じた助言が可能 とな り,生 徒の学習活動を 支援 す ることが で きた。
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4.ま とめ と今後 の課題

(1)ま とめ

ア 教材 ・教具の工夫 につ いて

σり 光源装置の工夫 により,明 る く,は っきりした光線が得 られ,実 験が 容易にな った。

また,安 価 で,身 近な材料を使 って工夫 で き,操 作が容易 であるため,光 を題材 とした

生 徒実験 には,最 適で あると考え られ る。

α)生 徒 自身が教材 ・教具を製作(ス リッ トの改良)す る ことによ り,生 徒 の学 習への関

心 ・意欲 が高 ま り,主 体的な学習活動 を促進 す ることがで きた。

㈲ ワー クシー トの活用は,生 徒 の 自発的な活動を容易 にし,多 様 な学 習活動 を 円滑に進

めるの に有効 であ った。 また,生 徒が ワー クシー トを活用 しなが ら学習を進 める ことに

よ り,個 に応 じた指導 を効果 的に行 うことが で きた。

イ 指導方法の工夫 について

⑦ 学習の個別化 を図 った ことによ り,生 徒一入一 人の発想を学習に生かす ことがで き,

生徒 は,意 欲 的に課題 の解決 に取 り組 んだ。

α)基 礎 実験 以外 は,生 徒が試行錯誤 しなが ら,自 らの発想 を生か して学習を進め ること

がで きるよ うに,教 材 の配列 を工夫 したこ とは,生 徒 の主体 的な学 習を促す上 で,有 効

であ った。

㈲ 自己評価を学習過程 に位置付け た ことによ り,生 徒 は 自らの学 習をふ り返 ることがで

き,め あ てを も って学習を進 めることがで きた。 また,自 己評価 のデー タか ら,つ まず

きの発見 など,生 徒一人一入の学習状況の把握が容易 とな り,観 察 によ る評価 と合わせ

て,個 に応 じた指導を行 う上 で,重 要 な手がか りとな った。

(2)今 後 の課題

ア 開発 した光源装置 は,個 別化を図 り,多 様な学習の展 開を可能 にしたが,小 型化 するな

ど,さ らに改 良す ることに よ って,実 験 を容易 にす るとともに精度 を高 めてい く工夫が必

要 である。

イ ワー クシー トは,本 研 究においては,生 徒の 自発的 な学習を促す上 で有効 であ ったが,

ワー クシー トの内容 に よ つては,生 徒 の 自由な発想の妨げ となる ことも考 え られ るので,

内容 及び活 用方法 につい て,研 究を深 めてい くことが望 まれ る。

ウ 生徒 の主体 的な学 習を促すための評価の在 り方につい て,自 己評価だ けでな く,全 体 の

評価計 画を検 討 してい くことが大切で ある。
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第2分 科会r天 気とその変化 」における生徒の主体的活動 を促す指導方法の工夫

1.研 究のね らい

大気 現象の変化 は,身 近な現象で あ り毎 日変化を見 てい るもので あるが,「 天気 とその変

化 」の項 目の授業で は,と もす ると観察(観 測),実 験 とい った生徒の体験を主 とす る活動

の場が少な くなりが ちで あ った。 つ ま り「天気の変化 」の学習内容で ある大気現象 は非常 に

複雑で,メ カニ ズムの理解 も難 しい分野 である。 さらに学 習中 にその大気現象が見 られ る こ

と もまれ で,授 業 の形 態 もど ちらか とい うと教師指導 型の傾向が 強か った。

本研 究では,生 徒 の興味 ・関心 を促すとともに,指 導方法を改善 し,生 徒が主体 的に学 習活

動 に取 り組む ことが で きるよ う工夫 した。

また,生 徒 の主体的 な学 習活動 を促 すために,生 徒一人一人 の学 習活動 についての評価方

法 を改善 し,生 徒 の学 習意欲を高揚 させ ることを 目指 した。

以上 の ことをね らい として,概 究 を進 め るに当た って,次 の点に留意 した。

ω 学 習に興 味を もたせ るために個別の観察(観 測)を 可能 にする教材,教 具の工夫 をす る。

② 生徒の主体 的な学習活動を促す ため に,授 業展開及び教 材,教 具の工夫をす る。

(3)新 しい 「観点別評価 」に基づ いた評価方法を工 夫す る。

2.研 究の方法

(1)生 徒が主体的に活動しに くい学習内容の検討

12t生 徒の実態調査の実施,結 果の分析

{3)研 究のねらいの設定

(4)教 材,教 具の開発,改 良の検討

⑤ 指導計画の立案

(6}評 価計画の立案

(7)指 導計画,評 価計画に基づいた授業実践 とその考察

(8)研 究のまとめと今後の課題の検討
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3.研 究の内容

(1)実 態調査

中学生の天気 に対す る意識を把握す るため,都 内の9校,計940入 を対象に実 施した。

問1次 に示 した天気 についての ことが らで,あ な たが興味 ・関心 を もっている もの をすべ て

選びな さい。

・生徒の殿 ・関心が高か ったものは,竜 巻 虹 畿 緩 霞 異常気象 等であった。

また,上 級生 にな るほど,異 常気象,警 報や注意報,長 期予報,降 水確率等,高 度 な内

容 の ものを選んで いる様であ るが,あ まり大 きな差で はない。

問2問1で あげ た天気の ことが らは

主に何で知 りましたか。

・約7割 の生徒が テ レビを選び,

次いで新 聞,本,親,学 校 の授

業,で あ った。

・学校 の授業を選んだ者が,当 然

の ことなが ら,天 気 についての

学習が終 わ ってい る3年 生に多

くな ってい る。

問3あ なたは 日ごろ,天 気予報 を見

た り聴 いた りしてい ますか。

・天気予報 を見 ている者 は 「いつ

も 」と 「時 々」を合 わせ る と96

%に のぼ り,今 日の天気,明 日

の天気 に対す る関心の高 さが う

かがえ る。

%
絶

花

θz

騙

珊

細

田

旧

%

一蘭

阻

岨

泌

簿

冊

問2

いつも見ている

問4あ なたは,明 日の天気の様子を知 りたい と思 ったと き,

.・ テ レビの天気予報 を見 ると答えた者が圧倒 的に多 く,次 いで電話で予報を聞 く,新 聞の

天気予報欄 を見 る,家 の人 に聞 く,が 多か った。

・新聞の天気図 や雲 の写 真を見 る者 や,雲 や風,天 気の ことわざなどを基 に自分で判断す

るとい う者 はご くわず かである。天気 の学 習を終わ ってい る3年 生で も,以 上 のほ とん

どの項 目で,1・2年 生 よ りもむ しろ減 少してい る。

ときどき見ている 見ていない

問3

ど の方 法 を 利 用 し ます か。
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問5行 ったこ とがあ る観 察や観 測の

うち,面 白か った もの,つ まらな

か ったものは,ど れですか。

・観察や観測 を行 った ことが あ る

ものを答え させ て,そ の中か ら

面 白か ったもの とつ まらなか っ

た ものを選ばせ,観 察や観 測を

行 った ことがあ る者の何%か を

出した。

・上位6項 目の中で,「 面白か っ

た 」が 「つ まらなか った 」を大

き く上 回 ったの は,雲 の形 と種

類の観 察のみで,天 気の移 り変

わ り,太 陽高度 と気 温がほぼ同

数,他 の項 目では 「つ まらなか

った 」が 「面白か った 」を大 き

く上回 った。

%
働

冊

防

冊

冊

岨

泌

冊

沿

魏鶏

剛

幽轡壕孔

かな、りまつたり帥面囮

繋螺繋

酵

田

姻

鋤

囲

旧

褻判講 難 たくない

鍋 太鵬 度～蟻 ●地嘆 蜷 移り変
わり膿 雲の形と繍

問5

問6天 気の予想 に関係す る ことわざや言 い伝 えを知 っていた ら書 いて下 さい。

・回答 が 多か ったのは 「ツバ メが低 く飛ぶ と雨 」「夕焼 けは晴れ 」「ネ コが顔 を洗 うと雨」

「カエルが鳴 くと雨 」嘲 焼けは副 「下駄を投げて表は駄 裏は雨 」「月に蟹力功a

かると雨 」などで,動 物 に関す ることわ ざが約48%,自 然現象 に関す る ことわざが約

36%で あ った。 また,上 級生 ほど多 くの回答 が得 られ,特 に 「夕焼けは晴れ 」「朝焼

けは雨 」等 で1・2年 生 よ り目立 って多 くの回答が あ った。

問7あ な たは・ これか らの天気 についての学 習を通 して,ど んな ことが分か った りで きるよ

うにな るといい と思 いますか。(1・2年 生のみ回答)

・回答の うちの約45%が 天気予報に関す ることで
,「 明 日の天気が分か るよ うになる 」

がその うち約56%を 占め た。

全体 に・天気 に対 して関心 は もってお り,明 日の天気が分か るよ うにな りたいとい う希望 は

あるが,中 学校 での天気の観察 や観測 はあ まり面 白 くはな く,学 習 したこ とを 日常生活 に活用

す る ことは,は とんどで きていない,と い う傾向が 見 られた。
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② 指導計画

ア 指導のねらい

σり 観天望気のような直接経験を通して,気 象を身近に受け止めさせるとともに,天 気の

変化に対する興味や探究意欲を喚起させる。

α〉 観察ノー トを活用させ,天 気の変化の規則性を見いだせ る。

㈲ 様 々な情報を的確にとらえ,天 気の予測について科学的に椎論できるようにする。

(=1段 階的な天気の予測を通して,主 体的に学習する態度を育成する。

イ 単元(天 気とその変化)の 学習の流れ

の 観察の説明 〔1時 間 〕 空の観察の 目的や方法について確認するQ
苦1

")観 察 〔課題 〕 観天望気 と新聞の天気図等を利用し,観 察ノー トに記録

す る。

(ウ)導 入 〔2時 間 〕 観察 ノー トを利 用し,天 気の予測をするための学習課題

(学 習課題の発見)を 主体的に見いだす。<展 開例1>

f=)空 気中の水 〔3時 間〕 空気中には水蒸気があること。その水蒸気が雲を作り,

雨を降らせることなどを観祭 ・実験を通 して理解する。

㈲ 気圧 と天気 〔4時 間)気 圧と風や高気圧 ・低気圧と天気の関係について学習す
耗2

(天 気の予測 ①)る 。 ここまで学 習して きた ことを もとに観 察 ノー トを活用

し,天 気の予測 を行 う。

※㈲ 天気 の変 化 〔6時 間 〕 前線 について,そ ので き方や前線の移動 と天気 の変化 に

(天 気 の予 測 ②)つ いて学 習 し,天 気の予測を行 う。観察 ノー トを段階 的に

活用す る。 〈展開例2>

㈲ 日本 の天気 〔3時 間 〕 日本 の季 節ごとの天気の特 徴 について発見す る。 四季を

通 した観察 ノー トの記録が利用 で きるよ うにす る。

㈲ まとめ 〔2時 間)本 単 元で学習 したこ とを総合 して天気 を予測 し9そ の結

(天 気 の予測 ③)果 を考察す るとともに,学 習で得 た ことを今後 自分 た ちの

生活の中で ど う生か していけるかについて,自 分の考えを

まとめ る。

甚1夏 休み等の時間を利用 して4～7日 間実施す る。

芸2観 天望気 と既習の湿度 ・気圧 の観測デー タで天気 の予測 をす る。

※ 小単元 「天気の変化 」におけ る指導計画 を次に示す。
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ウ 「天気の変化 」の指導計画

学 習 項 目 学 習 内 容 留 意 点 評 価

一第1時 一

。前線 につ いて

(そ の1)

前線 ので き方 と種類 について観察 で知 る。

。性質 の異 な った空気 がふれ 合 うところで

前線 がで きること。

Q温 暖 ・寒冷 ・停滞 前線 について

水槽で色水が

混じりに くい

様子を観察さ

せ るo

前線 ので き方を

説明で きるか。

一第2時 一

。前線 につい て

(そ の2)

前線 の移動 と天気の特徴 について,観 察 ノ

ー トを使 って調べ る。

・低気圧 とともに温暖 ・寒 冷前線 は移 動す

ること。

。温暖 ・寒冷前線 の雲の種 類や天気の特徴

について

前線の移動と雲

の種類,天 気の

変化との関連に

ついて説明でき

るかo

観 察 ノー トを

利 用す る。

観天望気の体

験を発表させ

るo

一第3時 一

・天気図 と天気

の変化 について

天気図 の記号 について学習す る。 観察 ノー

トの天気図を利用 して天気図 と天気の変化

との関係につい て調べ るQ

天気図か ら天気

の変化が説明で

きるか。

観 察 ノー トを

利用す る。

一第4時 一

・天気の まとめ

これ までの学習を もとに,自 分の住む地方

の天気の変わ り方の特徴 について考察 し,

まとめ る。

グル ープで意

見交換 させ る。

観察 ノー トか ら

天気 の変化の規

則性 を見いだせ

るか。

観 察 ノー トを

活用す る。
一

一第5時 一

・天気の予測

く 展開例2>

o

観天望気とこれまで学習した知識や気象台

の情報等を総合 して,天 気を予想する。

局地 的な もの

とし,ゲ ー ム

的な要 素を盛

り込む。

天気 の予測がで

きるか。

予測 の根拠 につ

いて説 明で きる

かo

一第6時 一

。天気 の確 認 と

考察

前時の予想と実際の天気の違いを確認し,

予想と違 った理由や実際の変化の仕方を考

1祭する
。 また,的 中確率等を計算 してもよ

いo

I

局地的な天気

の予測には観

天望気が有効

である。

考察が主体的に

行えるか。
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㈲ 評価計 画(観 点 別評価)

「天気 とその変化 」の学習を通 し,次 の4点 につい て評価 してい く。

① 生徒が 主体 的に活動 し,天 気 の学 習を進 め ることがで きたか。(関 心 ・態度 ・意欲)

② 天気 を科学 的な考 え方で捕 え ることが で きるよ うにな ったか。(科 学的な思考)

③ 天気 を科学 的に調べ る能 力を持 つ ことがで きたか。(観 察 ・実験 の技能 ・表現)

④ 天気 の変化 を知識 として理解 し,応 用 で きるよ うにな ったか。(知 識 ・理解)

ア 全体計画

関心 ・態度 ・意欲 科学的な思考 技能 ・表現 知識 ・理解

観察 天気への関心をも 気象観測 と記録

(課 題) つo
→

観察 ノー トへ記入

観察 ノー 発見をしようとす 情報や教師の助言 情報の整理 と分析

トか ら課 る意欲 ・態度を表 か ら発見で きる。 が で きる。

題発見 す。

空気中の 空気中の水の変化 観察 ノー トに 湿 度,雲 ので き方

水 で雲 がで きる。 「湿度 」を追加 を説明 できる。

気圧 と天 気圧の差で風が吹 観 察 ノー トに 風の吹き方が分か

気 くことを考 え る。 「気圧 」を追加
●

る 。

天気の 天気の変化への関 前線ができると起 前線と天気の変化

変化 心 を もつ。 こる現象 を考 える。 を説 明で きる。

気圧配置や前線の 天気図が読 める。 気圧配置や前線に

様子からその天気 よる天気の変化が

を予想づ きる。 分かる。

天気の 天気の予測への関 観 察 ノー トやその 情報を集め,判 断

予測 心 と意欲を もつ。 他の情報から天気 で き る。

の変化を考え る。 分かりやすい発表

が で きる。
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日本 の 日本付近の気団か 日本付近の気団と

天気 ら天気の変化を考 四季の変化が分か

え る。 る 。

イ 自己評価 カー ド

例

展 開例1 展開例2

※

L

2
.

3

4

5

2年 組 番 氏 名

A→ よ くで きたB→ 普通

C→ も う少 し ○ 印をつける。

パ ラパ ラまんが は うま くつ くれ たか。

ABC

天気 の変化 に関係あ る事を た くさん見

つけ ることがで きたか。

ABC

見つけた事 をた くさん短冊 に書 けた瓜

ABC

発見 した ことを 分か りやす く発表 でき

たかo

ABC

天気 について どんな疑 問を発見 したか

を裏面 に書 いてみ よう。

※

L

2

3

4

5

2年 組 番 氏名

A→ よ くで きたB→ 普通

C→ も う少 し ○ 印を つける。

天気を予想す る情報を熱心 に集 めたか。

ABC

情 報を使 って 自分の考 えを まとめ,天

気 の予 想がで きたかQ

ABC

自分 の予想 を分か りやす く説明で きた

か。

ABC

自分の予想を正確 な ものにするために

新 しい考え方 を取 り入れ られ たか。

ABC

新 しい疑問を裏面 に書 いてみよ う。

※ 授業 の最初 に配布 し,作 業 を しなが らその都 度記入 させ る。

※ 自己評価 カー ドの内容が その授業 の評価 の内容 とな るので,生 徒 も教 師の意図す る活動

を理解 しやす く,主 体的 に活動 す ることが促進 され る。
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X41展 開例 ①

学 習 内 容 学習活動 〔○教師の活動 ◎生徒の活動 〕 留意点 〔◎評価 〕

導

入

本時 の学習 につ

いての説 明を聞

く。

O本 時 の学習 につい ての説明をす る。

<準 備>

A:観 察 ノー ト(p.22参 照)

B:学 習 シー ト

C:拡 大 した雲写 真,天 気図

○学 習 シー トと拡大 した天気図等を配布 する。

○ 法則性 を見つけ 出す 「めやす 」を示 す。

自分達で天気 の法則

性 を発見す ることを

強 調す る。

あ まり説明に時間を

とらないよ うにす る。

めやすに とどめ るよ

うにす る。

展

開

班毎に作業をす

る。

◎学習 シー トの項 目を手がか りにして,観 察

ノー トや天気図 などか ら,天 気の変化 に関

す ることを班毎 に見つけ 出す。

◎見つけ 出した ことを簡潔 に短冊 に記入 して

「模造 紙 」の項 目毎 の欄 に貼 り付 ける。

◎ 〔予想 され る発見 〕

・「高 」「低 」や 「前線 」の位置 と雲 の関係

・「高 」「低 」や雲が東 の方角 に移動 する。

・「高 」「低 」と風 の向 きの関係

・等圧線 と風 の強 さの関係

・「低 」はあ るが ,「 台風 」には前線が ない。

机間巡視をして困っ

ている生徒に助言を

与える。

◎他の班の発見も参

考にしたか。

発見したことを短冊

に書いて貼らせる。

◎主体的に発見する

活動ができたか。

ま

と

め

発 見 した ことを

発表 す る。

学 習シー トを ま

とめ る。

○班毎に発見したことを班の代表に発表 させ

るo

O本 時のまとめをし,次 時からの学習課題を

明確にする。

◎発表 が きちん とで

きたか。

◎今 後の学 習課題 が

つかめたか。
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展開例②

一

学 習 内 容 学習活動 〔O教 師の活動 ◎生徒の活動〕 ・留意点 〔◎ 評価 〕

導 本時の課題の確認 ○観察 ノー トを使 った観察 と予測 ・新聞天気図 ,雲 画像

入 O観 察 ノー トに空の様 子をスケ ッチす る。 を朝,家 で貼 らせ る。

◎気温 ・湿 度 ・気圧 など必要 と思 うもの ・資料 を準備 してお く。

15 を測 定す る。 ◎意欲的に観察,観 測

分 Oこ れ か らの天気 を予測す る。 が で きたか。

これか らの天気 の ○ これからの天気の予測(班 単位で) ・「 これ か ら 」 とは ,

予測 Oこ れ か らの天気 を予測 するQ
●

数時間後,今 夜,明

展 (理 由の検討) ・班 の意見は,無 理 に1つ にまとめ る 日と分 けて考え ても,

10分 必要 はない。 全体 を考 えて もよい。

◎予測 した天気について,予 測 の理 由を ・机 間巡視を し,検 討

検 討 す る。 。 が進 まない班には助

開 (理 由の発表) ○予測 した天気 とその理由の発表 言 する。

10分 ◎これからの天気の予測 とその理由を発 ・簡 潔に まとめて発表

表 す る。 また,他 の班 の発表 を聞 く。 す るよ う助言す る。

30 (質 疑) ○他の班の考え方に対する質問 ◎デー タを もとに予測

分 ◎他の班に対して質問する。 で きたか。

(再 検 討) ○予測の再検討 ◎発表がで きたか。

10分 ◎い ろい ろな考えを聞 き,必 要 な らば, ◎発表が聞けたか。

自分たちの考えを修正する。 ◎意見修正ができたか。

ま ま と め ○予測 した理 由を整理 させ,翌 日までの ・天気変化 に注 意 させ ,

と 天気の変化 に注意 するよ うに させ る。 次の時間に再検討が

め ◎理由を整理する。 で きるよ うにす る。

5分 ◎ 自己評価 カー ド活用。
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⑤ 教材 の工夫

生徒が主体的 に観察 でき,以 後 の授業

に活用で きるよ うにとい う目的で,右 の

よ うな 「観 察 ノー ト」を工 夫 した。

〈 記入 の仕方〉

① 年 月 日 ・時刻 ・天気を記入 す る。

② 空 を観 察 して,雲 の形や動 き,風 の

様 子な どを 円の中 に記録す る。

麟 驚警 で)
③ 観察後,翌 日までの天気を予測する。

④ 予測した理由を考え記入する。

⑤ 観察した時刻に最も近い 「天気図 」

や 「ひまわりの雲画像 」を貼る。

⑥ 翌 日までの実際の天気を記入する。
　

※ 観察 ノー トの用紙 はパ ラパ ラ漫画 に

使 えるよ うに厚め の上質紙 や画用紙を

用 いるとよい。切 り離 して も使え るQ

〈 活用 のしか た〉

① 指導計画 にあるよ うに,

観察 ノー ト

夏休 みや この単元 の学 習に入 る1～2週 間前に,目 的や方法を

説 明 して,観 察 と天気図 の収集 を開始す る。

※1年 次か ら計画的 に観察 ・収集を行えば,四 季 の変 化がわか る資科 が作成 で きる。

② 右 の空 らん は,雲 量 ・雲 の種類 ・風 向 ・風 力 ・気 温 ・湿 度 ・気圧 など学 習の過程 で学 ん

だ ものを加え て記入で きるよ うにした。

このよ うに 「観察 ノー ト」を生徒の学習 の進度 に応 じて変化 させ ることは,天 気 を予 測

す るの にどのよ うな要 素が 必要か考え させ るのに有効 と思われ る。

③ 観 察 ノー トを手で持 ち,上 か ら順 にパ ラパ ラとは じいて見 ると雲 画像 が連続 的に動 いて

見 える。 また,天 気図 では高気圧 ・低気圧 につ いて,一 定の等圧線 に囲 まれた部 分に色づ

け してお くと,そ の動 きや勢 力範 囲の変化 も知る ことがで きる。

※ 天気図や雲画像を 貼ると き,日 本の位置が一定 にな るよ うにす る。
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(6)研 究の結果 と考察

ア 結 果

①..ノ ー ト

観天望気 は,天 気 の予測 を行 うために必要 な要素 であ り自然現象 を直接体験 で きるもので あ

るが,従 来 の授業 では軽視 しが ちであ った。 また,観 天望気だ けで は科学的 には扱 うことは出

来 ない。 そ こで,観 天望気 とともに気象要 素を科学 的に測定 し記録 を行 うノー トを考案 した。

観 測項 目は,授 業を進 め る中で生徒が 必要 であ ると考 えたもの を増 や してい った。 は じめは,

温度 ・天気 などにすぎなか ったが,授 業が進 むにつれて湿度 ・気圧 ・雲 の種類 などの項 目が増

えてい った。 つ まり,授 業 内容 に対応 して 「観察 ノー ト」が変化 してい くと言 える。 また,そ

の観測 す る気 象要 素について学習 してい るので,生 徒 の観測 す る態度に意欲 的な面が見 られ た。

観 測 と並行 して,新 聞天気 図 ・雲画像図 などの二 次的な情報 を収集 し,「 観察 ノー ト」への記

録 ・整理を行 った。 これ は,実 際 に観祭 した現象 との関連を考え ることがで き,情 報の積極 的

な活用 とともに,学 習の様 々な場面での利用が で きた。

② 展 開例1

「観 察 ノー ト」や気 象情報の資料を もとに,天 気 の変化 についての興味 や関心 を促 し今 後の

学習 の課題 を 明確 にす るため にこの授業を行 った。 天気図や雲画像図 は身近な ものであ るが,

それ に含 まれ てい る意味 は まだ理解で きていない。 この授業で は特 に その理解は求 めない。 し

か し,「 観察 ノー ト」の直接体鹸 とともに天気図 ・雲画像図 などの二 次的情報か ら生徒の主体

的な活動 の中で,天 気 の変化 に気付 き,ま た,疑 問 を持 ち これか らの 問題解決 の為の意欲 へ と

つなが る ことを意図 してい る。天気図や雲画像を勤画 として生徒 に提示 したが,多 くの生徒 は

興味 を示 し,大 変 分か りやす く楽 しか った とい う感想 であ った。 また,天 気 の移動 について気

がついた生徒 も多か った。 また,そ の規則性 に着 目す るものもいた。天気図 は未学 習であ り,

その理解 は難 しい ことであ ったが,直 接体験 している気象現 象 と対応 している ことに気付 き,

難 しい と考 えなが らも興味 ・関心 を もったよ うである。 また,こ れ か らの学 習の内容 に期待 を

もつ生徒 もいて,テ レ ビなどの気 象情報番組 を積極 的に見るよ うにな った。 この授業 の中で,

各生徒の疑問 点を短冊 に書 き,単 元を通 して掲 示 したが,興 味 ・関心の継続 に効果があ った。

③ 展 開例2

「天気の予測 」は,学 習が進んでい く中で3回 行 った。 生徒 は,各 段階で学習 した内容を も

とに,そ の知 識 ・能力 に応 じた予測を行 った。 授業においては,用 意 された気象情報の中か ら

自分が必要で あると考え る情報を選択 し,そ の上 に 自ら行 った観天望気や観測の結果 などの 多
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様 な要 素か ら,総 合的な思考を もとに予測をす るよ うにな った。 また,気 象情報 を受動的に得

るので はな く,予 測す るために必要 な情 報を生徒 が主体 的な活動を通 して積極的 に活用す るよ

うにな った。 生徒 の中には,よ り多 く多様な情 報を要 求す るもの もい た。 また,往 々に して

その予測が当た らない と関心をな くす生徒 がい るので,天 気を 当てる ことが授業の 目的で な く

「天気の予測 」す ること自体 に意味があ ることを生徒 に理解 させていたので,天 気 を当て るこ

とだけに固執す るもの は少なか った。 また,天 気 とい う現 象をその場 面だけで な く,時 間的 に

も空 間的に も連続 した もの ととらえ るよ うにな った。

イ 考 察

本研究 では,予 測の結果 が当た る当た らないではな く,生 徒が主体的 に天気 の予 測を してい

く過程 を重要 視 してい る。つ まり,予 測 す るため に観 天望気 をは じめ,身 の回 りの気 象要 素の

観測 や二 次的 な情 報を生徒 自らが集 め,そ れを分析 し これか らの天気の予測 を しよ うとす る活

動 を通 して主体的な学 習を促 す ことに重点 をおいて いる。 この点か ら考 える と,生 徒 の主体 的

な活 動がみ られるよ うにな った。 また,自 然現象の予測は難 し く,当 た らない ことが多 く,天 気

につ いて も同様 な ことがいえる。 ここで,観 測 を通 して 自然 に接す ることと ともにs自 然現 象

の複雑 さや科学 的に取 り扱 う難 しさを認識す るこ とも重 要な ことである。

4,ま とめ と今後 の課題

(1)ま とめ

大気 現象 は,も っとも身近な現象 であ り,気 象の学 習は理科 の中で も最 も実生活に密接 にか

かわ る内容 を 多 く含んでお り,実 生活 に結 び付 いた生活体験 的な事 実へ学 習 した ことが反映 で

きる分野で ある。 反面,気 象の学習 には多 くの問題が あ る。 つ まり,身 近な大気の運動 は難 し

く,天 気の変化 は複雑で あ り,現 状 では学 習 した ことが実際の体験 に結び付か ない場面が 多い。

しか し,天 気の変化 は周囲 に容易 にみ られ る 自然現象 であ り,生 徒 の興味 。関心 は高 い。 また,

大気現象を正 し く理解す ることによ り,学 習 した ことを もとに実証的経験が可能で ある。 また,

「天気 の予測 」におい ては 自らが考 え ることが必要 で あ り,「 天気の予測 」をすること自体 が生

徒の主体的 な活動 を基 に してい ると考 え られ る。

(2}今 後 の課題

気象現象 を理解 す るには,体 験 的に とらえ ることが大切 であ り,「 観察 ノー ト」は有効 な手

段 であるが,そ のデー タを授業において活用す る余地 は まだ ある と考 え る。 主体的な行 動をす

ることは,自 ら考 えることに慣れ ていな い生徒 にと っては負担 に感 じてい るよ うであ る。 その

ため,主 体 的な活動をす る場面を授業 に数 多 く用 意す る必要 があ ると考 え る。

一24一


	表紙
	名簿
	目次
	Ⅰ　主題設定の理由
	Ⅱ　「光」の学習
	１年　「光」の指導計画

	Ⅲ　「天気とその変化」の学習
	２年　「天気とその変化」の指導計画




